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［現代社会学部紀要　11巻１号，Ｐ47－50（2013）（研究ノート）］
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要旨にかえて
　昨年より学部紀要（2012．３）に研究ノートと
いう形で日々の教育活動の中で実践したこと、感
じたこと、得た知見等をまとめ始めた。昨年の研
究ノートは備忘録程度の拙いものであるにもかか
わらず、諸先輩方から温かい励ましの声をかけて
頂いた。
　本来的には昨年この研究ノートで取り上げた
テーマである、「LTD学習法」と「シャドーイン
グ」に関して本年は論文と言う形でまとめ発表す
るべきだろうと思うものの、実践を重ねたに留ま
り、未だにまとめきれずにいる。しかしながら、
本年度も「LTD学習法」を実践し、昨年とは新
たな気づきがあったので、そのことを本年度の研
究ノートで取り上げ実践報告として紹介しようと
思う。
大学１年生のためのＬＴＤ学習法
１　LTD学習法とは
　LTD学習法（Learning Through Discussion）
は、「LTD話し合い学習法」とも呼ばれる共同学
習法の一技法で、アメリカ・アイダホ大学の社会
心理学者ヒル博士（William F.Hill）により考案
された。活動は大きく分けると、話し合いの題材
を分析的に読み進める個人作業と、共同学習とし
て行われる話し合いとに分けられる。LTD学習
法には個人作業の方法にも共同学習の方法にも細
部に至るまでそれぞれ８つのステップ（８つの作
業）が定められている。（活動の詳細は安永
（2006）または、齊藤（2012）を参照）
２　実施概要
　昨年度は大学１年生の必修科目である基礎演習
Ⅰの後期課程で、日本人学生10名を対象に５回に
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わたりLTD学習法を執筆者が単独で試行的に
行った。今年度は筆者と同じ外国語学科に所属す
る教員１名と２名で11名の日本人学生を対象に、
基礎演習Ⅰの後期課程に計４回の授業時間を使い
行った。尚、前期は大学施設の利用法や、ノート
テイクの手法など主に大学生活に適応するための
時間に充てた。
　授業受講生は異なるものの私にとってこの活動
は２年目で多少前回の経験を経て工夫改善を試み
た。また担当教員が増え、新たな視点が加わった
ことにより、昨年とは異なる気づきが得られた。
以下にそれらの工夫と気づきをまとめる。
３　オリエンテーションに関して
　今年度も昨年同様に、１回目のオリエンテー
ションで、LTDの目的と活動手順の説明を行っ
た。前述したとおりLTD学習法は細かく作業手
順が決められ、それに沿って事前準備をし、ディ
スカッションに備える。この事前準備が効果的な
ディスカッションの鍵を握る。そのため個人作業
である事前準備を１回目のオリエンテーション後
の時間を利用し行った。LTD学習法を初めて体
験する学習者にとって、慣れない作業であるこ
と、事前準備に時間とエネルギーがかかること、
その対価として得られる学習効果も実感を伴わな
いことから、毎回この初回のオリエンテーション
は、運営上の難しさを感じる。本年度は、ディス
カッションの対象とする文章を前期終了時に配布
し、夏期休暇前に語句調べを宿題として課してい
た。そのため、活動目的と作業手順等の説明後、
課題文章を一から読む必要もなく、事前準備に進
めるよう配慮した。
　しかし、８つからなる事前準備の中には、LTD
学習法に慣れていない学習者にとって混同しがち
なプロセスもある。
　具体例として「知識との関連づけ」と「自己と
の関連づけ」と呼ばれる事前準備の作業が挙げら
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れる。「知識との関連づけ」は既に自分が見聞き
したり、あるいは体験したりし学んだ「知識」と
「課題文章」との間に何らかの接点がある場合
は、その接点を明らかにし、その思い出したり連
想したりした感想を書きまとめるという作業であ
る。
　一方、「自己との関連づけ」は課題文章を読ん
だことで、今までの考え方や行動を再評価したり
反省をさせたり、あるいは今後の生き方に示唆を
与えてくれる事項についてまとめる作業である。
この２つの作業で「知識との関連づけ」として書
くのが妥当だというものを、「自己との関連づけ」
の際に書く、あるいはその逆、といった混同が複
数の学習者の中で見られた。昨年そして今年度、
この予習作業は各自のノートに書かせていたが、
次年度は各作業内容を具体的に記述し例を加えた
ワークシートを配布し、初回のオリエンテーショ
ン時に使用してはどうかと考えている。
４　課題文章の選定に関して
　学習者のレディネスやニーズ、文章校正から見
た課題文章の選定に関しても、検討の必要を感じ
ている。課題文章のテーマや論の進め方、主張内
容、表現手法によってディスカッションの広がり
が左右されるようである。
　しかし、適当な課題文章の選定は一筋縄では行
かないだろう。学習者にとって身近な話題であれ
ば、ディスカッションが活発になり、知識が深め
られたかと言うとそうでもなく、学習者の発言が
似通ってしまう。逆に課題文章がいわゆる毒舌で
あるとまるで自己を否定されていると感じるため
か、ディスカッションに消極的になる傾向がある
ようだ。
　LTD学習法の実践者の中には課題文章は題材
を選ばず利用できると言われている。確かにテー
マとしては様々な文章形式で利用できるだろう。
しかし、授業回数が限られている中できるだけ知
的好奇心を刺激されるディスカッションをさせた
いと考えるのであれば、課題文章の選定は重要な
ファクターと考える。
５　教師の介入に関して
　LTD学習法ではディスカッションは５名程度
の小グループで行う。このディスカッションでは
本来、各自の考え方を共有することが目的であ
り、最終的にグループで共通の答えを決定すると
いった目的は全く存在しない。しかし、グループ
によっては、結論探しのためのディスカッション
と見受けられる面が観察された。
　ディスカッション中、話題がそれている場合や
進め方についての疑問がある場合は教師が介入し
助言を与えてきた。
　そして今年度はディスカッション中に学生間が
誉めあっている場を教師が拾い、活動後に紹介す
ることも取り入れた。課題文章の選定にもよる
が、学生間では頻繁に「いいこと言うな」、「意外
とやるな」、「なるほど。」といった表現でフィー
ドバックをお互いにしている。こうした仲間（社
会）を作ることはLTD学習法のような共同学習
で学ぶ大きな意義の一つだろうと思う。
６　活動時期に関して
　LTD学習法は学習者が正課外に行う事前作業
に多くの時間とエネルギーを必要とする。そのた
め大学に入学した直後、まさに鉄が熱いうちに打
つ思いで、４月に実施するのが理想だろう。その
ためには現在４月に実施している活動を基礎演習
Ⅰの時間以外に行うか、別の日程に変更する必要
がある。
　また基礎演習Ⅰで到達目標とする教育課題は多
岐にわたり、効果の実感できるLTD学習法に於
いても限られた回数でしか実施できない。今年度
はLTD学習法を後期の前半に行い、その後レ
ポートの書き方について行った。レポートにも卒
業論文に近いものから90分の講義中で行われる講
義ノートに近いレベルまで様々あるが、ここでは
後者、講義の感想としてのレポートの書き方の練
習を行った。大学一年生の場合、講義の感想を書
くよう指示すると、本当に「感想文」を提出する
学生がいる。しかし、大学生として課される講義
の感想とは、講義受講の前後でどう知が広がり、
関係づけられたのか。また未知の領域（課題）が
何なのかを明らかにし、授業外での学びを明確化
することである。
　このように講義の感想を定義すると、LTD学
習法で行ってきた８つのプロセスからなる作業は
非常に類似性がある。今学期はLTD学習法で
扱った文章を、講義で聴講した授業内容だと想定
し、レポート作成のトレーニングを行った。その
結果、学生は講義後の感想として書くべきことが
明確で、今後、他の専門科目で行う授業でもより
深いレベルでのインプットとアウトプットを実感
できるのではと期待している。
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７　今後の課題
　今後はLTD学習法の効果を客観的に測り、学
生と教員とが共通に認識することで成長をより実
感することができる。
　より充実した活動のための改善として、オリエ
ンテーションの改善、学習者のレディネスやニー
ズから見た教材の選定、話し合いの際の教員の関
わり合い、話し合いの後の教師の役割などに関し
試行錯誤を繰り返し、改善を継続的にスピー
ディーに行うために本学内でLTD学習法チーム
を作り、教員間で授業での試みを共有化したいと
思っている。
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